
及
ぼ
さ
ざ
り
し
も
の
か
ご
食
せ
ら
れ
る
。
矧
ん
や
嘉
慶
十

六
年
に
は
幾
分
脱
稿
せ
し
章
句
も
存
せ
し
も
の
こ
推
定
し

得
る
を
や
で
あ
る
。
乃
ち
『
長
安
恰
幅
』
1
1
』
於
て
は
景
駿
碑

を
そ
の
金
石
志
に
金
石
の
見
地
よ
り
著
録
す
る
の
み
な
ら

す
、
更
に
一
歩
を
…
進
め
て
そ
の
寺
魏
志
巻
首
の
案
文
の
通

り
、
景
敷
碑
の
出
土
登
見
地
が
唐
代
の
波
斯
寺
師
ち
大
秦

寺
の
窩
敷
地
に
該
塗
せ
む
て
ふ
こ
ご
を
も
指
摘
し
て
、
積

極
的
に
景
殺
碑
こ
そ
の
登
見
地
金
勝
寺
の
敷
地
ご
の
歴
史

地
理
的
關
係
に
ま
で
も
論
及
す
る
記
載
を
踏
む
る
に
至
り

し
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ご
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
五
年
十
「
月
二
十
九
日
稿
了
）

明
治
初
年
の
國
膿
擁

護
響
動
㈲

文
學
士
藤
井
甚
太
郎

　
　
　
　
三
　
大
村
盤
次
郎
の
遭
難

　
明
治
二
年
九
月
四
日
兵
部
大
輔
大
村
盆
次
郎
（
永
敏
）
は

京
都
三
條
木
屋
町
の
輔
導
に
於
て
志
士
の
爲
に
傷
ら
れ
、

此
が
病
因
こ
な
っ
て
十
一
月
五
日
途
に
大
阪
病
院
に
於
て

死
去
し
た
が
、
そ
の
所
謂
志
士
ご
云
ふ
の
は
、
元
山
口
藩

兇
玉
若
単
離
來
團
伸
次
郎
（
二
十
二
歳
）
、
元
山
口
藩
毛
利

　
　
　
第
十
二
谷
　
　
維
　
纂
　
　
明
殆
初
年
の
國
彊
擁
護
蓮
動
（
下
）

筑
前
家
來
太
田
豊
能
兄
太
田
光
太
郎
攣
名
太
田
瑞
穂
（
二

十
二
歳
）
、
奥
州
白
河
藩
加
藤
愛
之
助
事
軍
曹
伊
藤
源
助

（
二
十
八
歳
）
、
墾
州
産
宮
輪
田
進
、
越
後
國
兵
居
之
隊
中

五
十
嵐
伊
織
難
名
濟
束
習
作
（
二
十
九
歳
二
久
保
田
藩
澁

谷
内
膳
家
子
金
輪
五
郎
憂
名
佐
藤
武
雄
（
二
十
五
歳
）
、
信
「

州
伊
那
郡
名
古
熊
村
生
元
齋
藤
謙
助
家
來
閣
島
金
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
三
　
　
（
二
一
二
）



　
　
　
第
ヤ
ニ
巷
　
　
雑
纂
　
　
晦
治
物
年
の
園
鰹
捷
護
蓮
監
（
下
）

三
十
一
歳
二
長
州
藩
紳
代
直
人
空
名
鷹
集
正
作
（
三
十
二

三
歳
∀
等
で
あ
る
。
此
等
の
人
々
が
大
村
盆
次
郎
に
卜
し

て
懐
く
嫌
疑
は
、
そ
の
所
謂
斬
雪
避
に
よ
っ
て
購
か
で
あ

る
。
曰
く
、

　
王
政
復
古
二
付
人
材
登
用
被
爲
潮
候
御
趣
旨
ラ
恭
力
按
シ
奉
ル

　
ニ
紳
州
之
元
氣
ラ
丁
張
シ
武
威
ラ
外
國
二
光
輝
シ
、
賢
愚
各
々

　
甘
躍
塵
ヲ
得
醐
義
民
悉
ク
安
堵
、
列
聖
ψ
在
天
ノ
威
・
盤
ラ
奉
安
ラ
ン
ト

　
ノ
朝
旨
二
丁
庭
、
富
者
任
職
以
來
、
内
外
本
來
ノ
分
ヲ
不
辮
、
「

　
專
ラ
洋
風
テ
摸
擬
シ
、
越
州
之
國
艦
テ
汚
シ
朝
憲
♂
蔑
シ
、
浸

　
々
攣
夷
ノ
俗
二
愛
シ
，
萬
民
塗
炭
ノ
疾
苦
ラ
醸
成
ス
、
故
二
人

　
心
日
二
（
二
割
虫
喰
）
廉
恥
地
ラ
挑
ナ
塞
ク
、
終
二
知
有
外
夷
不

　
知
　
白
三
朝
シ
ム
ノ
極
二
曲
両
ル
、
獅
獄
之
既
習
罪
條
不
勝
紛
犠
斑
や
、
依
之
天

　
騨
地
紙
其
怒
リ
ニ
不
離
爲
勝
、
手
ラ
我
等
有
志
ノ
徒
二
借
リ
糖

　
　
天
無
難
後
警
ナ
サ
・
・
ル
者
搬
器
繍
驚
職
墾

ご
。
爾
辞
意
昧
を
擁
…
充
す
る
爲
め
に
、
彼
等
の
口
供
書
を

紹
介
す
る
。
謀
主
ご
も
云
ふ
べ
き
慰
労
直
人
の
ロ
供
に

　
其
方
銀
翼
京
都
大
村
兵
部
大
輔
殿
及
闇
殺
候
趣
不
包
申
上
候

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
四
　
　
（
ニ
ニ
ニ
）

此
段
先
般
王
政
御
恢
復
御
一
新
二
相
成
リ
、
下
々
二
至
迄
奉
恐

幌
候
庭
、
當
今
二
冤
リ
外
夷
女
御
取
扱
御
手
厚
畳
爲
遊
、
却
而

人
民
之
苦
不
容
易
、
就
評
者
外
夷
之
侮
リ
臼
々
壌
長
シ
、
皇
威

不
相
建
ラ
歎
息
仕
候
折
柄
、
田
擾
李
次
郎
毛
利
筑
前
元
家
來
太

田
光
太
郎
兇
王
若
狭
家
鼠
圏
伸
次
郎
イ
ツ
レ
モ
文
學
修
行
ト
シ

テ
登
京
仕
度
歯
脚
付
岡
道
，
七
月
中
旬
出
足
同
月
斐
七
日
著
京

矢
野
立
道
方
ユ
入
塾
罷
在
候
毛
利
筑
前
家
來
伊
蓬
政
助
二
面
會

之
内
、
大
村
兵
部
大
輔
殿
東
京
ヨ
リ
聾
京
相
成
候
、
然
ル
慮
於

兵
部
大
輔
臨
画
而
航
海
ラ
主
張
シ
候
折
柄
，
金
時
朝
廷
御
登
庸

被
曝
在
候
付
聾
者
、
王
政
ラ
肇
握
シ
終
二
皇
威
ラ
輕
シ
、
前
断

無
形
勢
二
立
至
り
候
モ
、
必
童
甚
ク
所
置
目
而
可
有
之
、
速
二

不
及
闇
悪
世
者
王
政
御
一
新
之
御
目
途
不
相
立
、
彼
是
御
國
恥

ニ
モ
可
相
成
奥
切
歯
退
避
之
至
奉
存
候
折
柄
，
太
田
光
太
郎
園

檸
次
郎
（
秋
田
藩
）
金
輪
五
郎
（
参
州
吉
田
藩
）
三
輪
田
進
（
桑
名

藩
）
五
十
嵐
伊
織
（
藩
中
不
存
）
京
都
岡
崎
二
居
候
伊
藤
源
助
杯
、

敦
レ
モ
同
論
二
而
四
條
上
口
町
八
百
屋
忠
兵
徳
方
其
外
諸
所
潜

｛
伏
、
右
酬
間
隔
杖
ナ
～
事
件
掘
…
謀
、
猛
ハ
鶴
翼
伊
鰍
熾
政
助
へ
十
狙
ツ
仙
事
件
相
轍
隊

候
麗
承
服
不
仕
工
付
、
僕
等
拠
身
命
馬
決
心
候
段
串
聞
、
其
後



同
入
ヨ
リ
金
子
武
拾
爾
餓
借
粥
相
別
面
而
、
當
九
月
四
日
夜
同

謀
之
人
撒
外
ご
鋤
州
藍
染
島
何
某
揃
道
（
染
島
儀
ハ
同
夜
伸
次

郎
同
道
罷
越
候
事
）
兵
部
大
輔
殿
族
宿
禁
男
込
．
私
五
＋
薫
染

島
三
入
漁
原
二
而
待
合
候
慮
、
無
間
門
人
馳
嵐
候
迄
同
内
ヨ
リ

追
ヒ
右
ノ
船
人
及
殺
害
野
付
兵
部
大
輔
殿
二
相
蓮
無
之
哉
與
相

奪
候
慮
相
違
無
之
由
伸
次
郎
相
答
候
二
付
、
然
者
纂
首
可
致
様

申
聞
一
同
相
分
申
候
、
右
於
族
墨
打
選
士
ト
ノ
儀
者
存
不
申
、
倫
…

歯
内
候
図
師
一
入
二
而
、
其
悪
者
一
圓
豊
不
申
、
其
後
潜
居
中

兵
部
大
輔
殿
首
級
相
蓮
仕
候
由
承
リ
仰
天
仕
候
、
其
後
出
足
前

臼
百
萬
遍
之
内
二
居
候
佐
々
木
大
和
助
ト
盲
者
方
罷
越
一
宿
相

頼
候
折
柄
、
大
和
助
儀
者
東
京
二
登
候
由
二
而
、
土
屋
源
吉
塾

申
者
居
合
、
私
蹄
國
之
儀
相
咄
候
塵
闘
道
可
致
候
襟
ト
ノ
儀
二

面
、
勿
論
右
闇
殺
之
事
件
更
二
相
擾
乱
申
、
同
月
十
二
日
比
同

所
紅
燈
b
丘
公
庫
へ
M
能
出
、
同
所
ヨ
リ
口
演
舩
畑
順
々
羅
髄
下
睡
ソ
候
折
柄

般
中
二
而
私
鯖
潜
伏
所
一
眠
廊
口
へ
下
下
紹
裸
候
朧
、
婿
島
二
居
儒
盤
耐
末
ψ
心

藏
寺
申
者
ハ
源
吉
父
ノ
門
人
二
而
、
彼
方
江
添
書
差
灘
候
緩
申

事
二
而
認
メ
貰
ヒ
、
其
後
＋
月
二
日
源
吉
一
同
唖
島
江
着
、
忠
藏

方
罷
越
候
上
宮
川
何
某
蝋
同
難
所
幽
鷲
，
小
郡
擬
典
甲
胞
へ
罷

　
　
第
三
暮
　
　
羅
纂
　
　
朋
治
初
年
の
園
髄
擁
護
蓮
勤
（
下
）

　
飾
り
，
直
二
被
相
遣
様
段
申
上
候
所
，
前
段
不
容
易
形
勢
二
付

　
総
髭
。
兵
部
大
輔
殿
二
於
テ
重
々
不
所
業
之
趣
有
之
、
國
恥
ニ

　
モ
立
至
リ
磁
器
之
見
込
モ
有
之
候
ハ
、
途
川
筋
書
可
致
筈
之
麗

　
無
其
儀
、
還
而
自
己
藩
論
テ
以
及
暴
添
字
始
末
、
不
輕
朝
威
國

　
辱
ニ
モ
立
至
リ
降
段
。
全
不
忠
不
義
之
至
重
愚
不
謂
千
萬
、
其

　
料
不
断
與
被
申
聞
、
此
段
耐
熱
テ
ハ
如
何
禮
御
刑
典
二
被
塵
候

　
而
モ
十
号
申
披
無
御
座
乾
臨
入
候
事

　
比
重
裏
罫
飛
入
御
念
、
前
顯
申
上
疏
通
毫
モ
稲
違
無
御
座
候
以

　
上

　
　
明
治
二
陰
影
合
二
代
直
人
輔
。
碕
鎌
大

更
に
一
同
志
團
伸
次
郎
の
目
撃
を
記
し
て
記
述
を
補
足
す

る
。

私
儀
長
州
藩
勲
功
主
税
家
頼
伊
藤
與
次
右
衛
門
二
男
二
而
、
同

藩
難
燃
若
独
勾
画
相
成
圏
紳
二
郎
卜
名
乗
相
勤
居
候
塵
、
遊
學

之
志
有
之
度
々
主
人
へ
相
願
候
得
類
型
容
無
之
、
同
藩
毛
利
筑

晶
剛
｛
琢
來
太
田
蹴
一
能
…
兄
m
岡
三
光
太
鱒
即
モ
勤
｛
珊
珊
牌
蹴
御
座
…
候
巾
四
二
付

當
七
月
十
獅
同
道
國
許
脆
走
イ
タ
シ
、
便
船
二
而
使
三
日
頃
上

京
、
霧
田
村
二
族
宿
罷
黙
黙
光
太
郎
岡
家
構
淺
海
忠
助
方
二
合

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
五
　
　
（
一
ご
三
）



　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
纂
　
　
明
渋
初
年
の
嗣
盤
擁
護
蓮
郵
（
下
Y

宿
岡
檬
罷
在
候
内
、
途
中
二
而
先
年
知
己
相
戒
候
當
時
越
後
溝

型
兵
居
之
除
中
五
＋
嵐
伊
織
二
等
逢
、
久
藤
野
二
亜
酌
仕
候

一
挙
兼
葡
岡
・
人
士
リ
ハ
、
雛
帆
夷
ノ
｛
畢
ラ
劾
…
擁
距
櫓
誰
議
岡
弥
醐
鵯
一
二
、
・
石
士

袖
型
種
々
説
話
仕
黒
鼠
、
先
年
徳
川
氏
外
夷
二
親
、
丸
入
氣
一
一
反

シ
候
瑚
・
り
、
長
州
藩
之
儀
ハ
愈
丁
重
夷
テ
主
張
シ
，
入
善
ラ

得
苦
心
瀧
力
終
刊
王
政
御
復
古
ノ
功
ラ
嚢
シ
候
慮
，
山
豆
計
哉
、

御
一
新
以
二
身
論
表
裏
回
書
シ
候
ハ
、
全
外
國
入
之
説
ラ
儒
用

之
者
己
レ
ノ
説
ラ
圭
張
シ
、
就
中
大
村
兵
部
大
輔
殿
ハ
年
來
西

洋
學
一
沈
ミ
、
終
テ
上
皇
國
ノ
皇
國
タ
ル
所
以
ラ
不
知
、
鴬
野

外
輪
二
摸
擬
シ
、
驚
風
ラ
慕
フ
ノ
餓
リ
、
身
二
洋
服
ラ
着
シ
邪

敏
ラ
主
張
シ
、
欝
欝
固
有
雪
道
ラ
慶
リ
，
世
教
ラ
彼
レ
同
様
昌

盛
ン
事
テ
企
，
π
人
　
白
血
爾
閣
ノ
儲
即
一
タ
ル
刀
劒
ラ
慶
ス
ル
ノ
論
う

唱
フ
ル
等
、
其
他
不
勝
枚
暴
、
難
中
西
洋
信
用
ノ
者
多
ク
ハ
同

年
ノ
説
二
恩
ミ
居
候
心
付
，
漸
々
如
此
之
者
相
偲
候
而
ハ
終
二

入
・
心
濾
げ
蒲
擢
工
囁
成
行
一
円
申
、
尤
此
等
之
設
ラ
唱
へ
…
候
ハ
此
入
ハ
需
醐
己

飛
燕
郷
座
禅
得
ド
そ
、
他
人
ハ
姑
閣
、
長
州
ヨ
リ
鐵
要
職
二
在

而
，
此
論
テ
主
張
イ
タ
シ
候
而
ハ
國
辱
麿
之
，
最
　
皇
國
之
御

爲
不
可
然
候
付
、
私
一
、
入
ニ
チ
モ
右
等
押
競
兵
部
大
輔
殿
興
鉗

　
　
　
　
　
　
俄
躍
二
幅
　
　
　
　
一
聡
山
ハ
　
　
（
二
二
職
）

論
之
上
．
刺
蓬
へ
度
杯
ト
李
常
器
態
罷
欝
欝
付
、
八
月
中
頃
兵

部
大
輔
帰
京
男
爵
趣
承
り
、
業
人
之
咄
シ
二
相
成
候
ヨ
リ
右
等

鎌
継
モ
申
鮒
候
慮
、
伊
織
於
テ
モ
同
論
二
右
之
、
且
本
藩
憩
代
直

人
儀
モ
上
京
罷
在
、
素
ヨ
リ
同
志
刃
傷
兵
部
大
輔
殿
ラ
悪
ミ
候

儀
ハ
樂
ミ
申
居
候
琴
曲
有
之
、
直
人
ヨ
リ
モ
斬
殺
之
儀
申
談
候

ヨ
リ
其
儀
二
言
シ
、
同
入
ヨ
リ
軍
曹
伊
藤
源
助
テ
語
合
、
董
前

件
光
太
郎
モ
素
ヨ
リ
暴
論
論
者
ニ
テ
是
野
面
人
並
私
ヨ
リ
モ
相

咄
、
伊
織
ヨ
リ
三
州
産
之
野
宮
和
田
進
久
保
田
藩
之
内
金
輪
五

郎
二
相
咄
、
同
点
都
合
七
人
出
來
、
追
々
穣
上
或
ハ
源
助
極
織

露
宿
等
二
而
知
己
相
急
騰
塵
、
兵
部
大
輔
殿
儀
京
着
無
之
間
、
下

阪
イ
タ
シ
候
由
承
書
付
、
猫
探
索
仕
候
慮
、
不
遽
蹄
京
之
趣
二

付
、
當
地
二
而
可
討
取
與
ノ
談
二
相
成
待
合
居
候
得
共
、
存
外

滞
発
装
引
思
付
、
何
レ
モ
下
阪
之
筈
、
決
局
九
月
二
日
東
川
端

四
盤
上
ル
所
八
百
屋
忠
兵
衛
（
此
奴
不
念
鉦
芝
候
）
方
江
集
會
、

兵
部
大
輔
殿
罪
無
筆
互
二
文
案
イ
タ
シ
相
認
，
銘
々
所
持
邉
々

伏
見
廓
衣
へ
紹
越
候
庭
、
五
郎
ヨ
リ
卿
融
警
報
禽
心
之
内
二
而
闘
捌
島
金

一
郎
與
申
開
相
越
、
初
寅
知
己
相
成
、
八
入
二
型
三
鷺
朝
着
坂
探

索
二
及
ヒ
候
慮
，
兵
部
大
輔
殿
ニ
ハ
引
蓮
三
百
出
立
脇
京
相



成
候
趣
承
り
候
付
、
直
様
其
夜
乗
船
．
四
日
伏
兇
工
着
之
上
、
此

勢
ラ
以
今
日
可
決
之
談
鋼
二
招
慰
、
西
石
壁
四
條
下
ル
町
浮
薄

亭
二
而
支
度
イ
タ
シ
、
兵
部
大
輔
殿
彌
騰
京
候
哉
否
光
太
郎
探

索
二
相
堂
舎
虚
、
木
屋
町
旋
宿
二
罷
在
候
趣
二
付
、
暮
合
境
ラ

期
限
二
面
會
申
込
、
猴
在
宅
哉
否
突
二
割
入
之
筈
申
合
、
直
人

儀
荻
原
秋
日
與
申
名
札
相
認
、
私
鯛
取
五
郎
江
相
渡
、
合
印
ハ

白
手
紙
ラ
用
ヒ
候
筈
二
仕
、
一
旦
分
散
、
薄
暮
前
三
條
橋
上
ル

出
曾
、
河
原
ヨ
リ
ハ
伊
織
直
入
金
一
郎
之
三
人
、
表
ヨ
リ
ハ
私

並
五
郎
爾
人
二
而
面
會
之
儀
申
込
、
在
宅
候
ハ
・
直
襟
切
入
嚇
、
M

之
手
源
助
進
光
太
郎
引
適
切
入
強
国
二
而
、
兵
部
大
輔
二
塁
宿

二
罷
越
前
唯
一
順
之
通
串
込
候
虎
、
取
次
学
者
在
宅
之
旨
湘
…
答

遡
江
順
順
付
引
領
国
適
適
餓
入
、
切
廻
リ
候
慮
、
裏
手
江
逃
出

シ
候
者
有
之
誰
力
賊
也
ト
存
聲
懸
置
付
、
大
村
ト
心
得
蓬
ヒ
駈

切
付
候
塵
、
河
原
江
罷
在
者
薫
切
村
，
仕
留
三
襟
相
壁
候
付
、
直

様
東
川
端
通
江
上
申
候
、
遣
様
ハ
事
途
翻
転
ハ
分
散
銘
々
志
シ

候
方
へ
相
藩
候
筈
縁
約
定
二
有
之
、
懸
路
兼
々
東
北
遊
學
之
望

　
　
　
リ

ニ
付
，
北
二
面
リ
候
塵
、
恐
々
光
太
郎
伊
織
五
郎
出
會
。
イ
ツ

レ
モ
一
旦
北
國
二
相
越
候
旨
串
聞
候
付
、
同
遽
白
川
越
二
而
豊

　
　
第
十
二
巷
　
　
維
　
纂
　
　
明
治
初
年
の
國
腿
擁
護
蓮
動
（
下
）

　
夜
ラ
不
論
急
行
二
而
相
槌
候
塵
、
七
翔
晦
越
前
府
中
へ
來
着
．

　
入
墨
差
出
方
引
合
中
御
不
審
之
筋
有
之
趣
二
鱗
被
召
捕
候
、
御

　
勝
軍
御
引
蓮
之
上
、
御
吟
味
相
成
申
楽
付
而
ハ
、
兵
部
大
輔
殿

　
之
好
悪
二
野
シ
候
而
ハ
私
共
罪
科
十
分
之
一
ニ
モ
不
足
鰍
ト
奉

　
存
候
付
、
御
同
人
へ
封
シ
候
而
ハ
更
二
失
敬
ト
ハ
不
奉
存
候
得

　
共
、
朝
廷
御
影
庸
之
重
職
ラ
斬
殺
仕
候
段
ハ
朝
憲
ラ
奉
輕
蔑
候

　
筋
二
術
、
重
々
奉
恐
入
寄
付
如
何
機
転
御
典
刑
ニ
モ
被
仰
付
候

　
様
仕
度
無
間
、
何
卒
憩
州
之
正
氣
軽
度
被
軍
立
候
様
、
偏
二
奉

　
懇
願
候

　
右
申
上
通
此
外
ニ
モ
私
共
岡
類
臣
民
事
纏
三
野
密
謀
等
語
合
候

　
者
モ
可
有
之
、
不
包
有
盟
可
美
上
旨
二
而
段
々
嚴
敷
被
成
御
倉

野
臥
蕎
條
申
上
候
鵜
違
舞
座
蕊
鰍
趨
醗
舗
翫

　
つ
毫
て
に
考
慮
為
要
す
る
廉
の
あ

　
る
こ
亡
為
一
嘗
附
し
て
罷
く
。

ご
あ
る
○

　
大
村
側
の
記
録
に
從
ふ
ご
、

　
六
ツ
眸
円
渦
｝
何
者
（
虫
喰
）
弾
秋
原
秋
結
構
與
由
丁
手
札
差
出
奄
壮
五
六
心
蔵

　
計
の
士
雨
人
参
わ
（
虫
喰
）
、
御
面
談
申
三
儀
有
之
候
に
付
推
滲

　
仕
候
由
申
に
付
、
右
様
段
串
聞
癩
球
、
折
節
兵
部
省
作
事
方
吉

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
七
　
　
（
ニ
ニ
五
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
維
　
纂
　
　
明
泊
初
年
の
鯛
禮
擁
護
蓮
動
（
下
）

　
富
鋭
之
助
第
一
大
隊
司
令
宮
静
聞
彦
太
郎
英
墨
教
授
方
足
立
孝

　
之
助
三
人
影
會
工
付
、
家
來
山
田
善
次
郎
を
以
答
候
に
は
御
用

　
之
儀
二
候
ハ
・
明
旧
兵
部
省
二
於
而
御
面
談
可
串
由
答
候
．
然

　
に
賊
徒
是
非
今
晩
御
面
談
串
度
候
闇
、
今
嚇
磨
此
段
御
取
次
被

　
下
度
ε
申
に
付
。
引
返
も
三
江
彊
入
団
虚
、
跡
よ
り
賊
徒
里
人

　
案
内
な
く
付
入
り
に
踏
込
候
に
付
、
次
之
間
に
居
候
吉
田
音
之

　
助
見
隠
、
是
は
興
（
虫
喰
）
白
鬼
を
提
候
故
（
虫
喰
）
哉
與
（
禺
喰
）
場

　
七
二
，
静
間
足
立
大
村
都
合
四
人
二
面
防
載
に
及
候
此
時
斬
込

候
賊
徒
五
人
計
・
相
見
轟
雲
立
齢
前
章

ご
あ
る
。
臆
想
考
の
爲
に
大
村
等
の
死
傷
を
記
す
ご
｝
大
村

盆
次
郎
戸
前
額
竪
横
長
三
寸
深
五
分
左
ノ
顔
纈
堅
垂
幕
長

ご
寸
五
分
巾
三
寸
外
藩
斜
ノ
疵
長
五
分
深
ナ
一
寸
内
議
か
・

ス
リ
疵
一
寸
右
手
磯
節
薄
疵
五
指
大
膝
蓋
骨
針
疵
深
一
寸

五
分
長
四
寸
で
あ
っ
た
、
回
外
第
二
大
急
司
命
試
補
静
間

彦
太
郎
英
學
新
駅
方
足
立
孝
之
助
は
即
死
し
、
大
村
家
來

山
田
善
三
郎
は
翌
朝
落
命
い
た
し
て
居
る
、
兵
部
省
作
事

取
締
吉
富
二
日
之
助
は
深
手
な
が
ら
存
命
致
し
た
。
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
號
　
　
　
　
閃
　
入
　
　
　
（
二
二
山
ハ
）

　
團
以
外
の
人
々
の
口
供
書
を
見
て
も
、
そ
の
動
機
は
賂

同
襟
で
あ
っ
て
、
彼
等
志
士
の
志
の
在
る
所
を
知
る
こ
ご

が
忠
來
る
。
此
年
十
二
月
二
十
日
京
都
府
は
彼
等
を
虞
刑

す
べ
く
粟
田
ロ
の
仕
畳
場
に
引
出
し
た
が
、
京
都
弾
正
壷

の
故
障
巾
立
に
よ
っ
て
中
止
し
、
二
十
入
欝
更
め
て
太
政

官
の
命
を
待
つ
τ
慮
刑
し
だ
。
そ
の
雫
論
の
原
因
は
京
都

府
ご
弾
正
壷
こ
の
樺
限
の
相
違
を
経
緯
こ
し
て
居
る
が
、

内
部
に
立
入
っ
て
槻
察
す
る
ご
、
此
は
濁
り
樺
限
の
相
蓮

ご
云
ふ
如
ぎ
簡
輩
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

弾
正
着
古
賀
大
巡
察
の
勘
墨
書
に
も

　
老
臣
ハ
則
天
下
之
規
則
二
御
座
候
得
者
、
能
細
思
テ
経
テ
」
御
所

　
置
有
之
度
義
、
大
村
東
之
如
キ
樺
貴
之
入
二
草
騨
微
賎
之
輩
私

　
怨
モ
ナ
キ
身
ト
シ
テ
斬
害
イ
タ
シ
候
ハ
、
・
何
等
ノ
所
以
ト
申
虚

　
ラ
御
顧
慮
三
三
三
三
二
一
人
之
所
三
二
而
モ
天
下
之
治
胤
二
關

　
候
故
、
御
霊
薬
之
御
行
刑
テ
所
居
候
上
、
近
來
四
民
不
得
其
塵

　
・
リ
人
心
胸
々
、
福
二
沸
騰
之
繭
モ
如
何
與
苦
心
仕
候
折
柄
、

　
跳
事
件
相
生
シ
桑
禮
蕎
幕
府
二
而
モ
重
臣
ヲ
斬
候
侮
二
、
澱
蟹



　
　
二
軸
シ
候
ヨ
リ
人
心
テ
失
画
質
二
立
至
リ
候
故
、
今
日
之
事
モ

藝
・
至
論
杢
端
御
座
候
礁
潔

ご
あ
る
に
よ
っ
て
も
推
察
す
る
こ
ご
が
出
計
る
。
さ
て
彼

等
志
士
庭
刑
の
宣
告
文
も
、
．
一
同
略
同
様
で
あ
る
が
、
一

例
を
太
田
光
太
郎
に
ご
つ
て
見
る
ご
、

　
其
方
儀
大
村
兵
部
大
輔
族
寓
へ
足
入
之
始
末
、
憂
國
ノ
至
情
及

　
切
迫
候
ヨ
リ
同
志
八
人
義
ラ
以
會
シ
、
右
ノ
所
行
二
及
候
脇
息

　
申
、
國
家
興
慶
之
見
込
絹
立
獅
ハ
・
言
路
町
回
ノ
御
政
艦
口
付

　
幾
重
モ
事
清
建
言
三
三
、
且
其
方
儀
同
人
ヘ
ハ
師
恩
モ
有
之
事

　
二
三
、
假
一
同
志
之
者
ヨ
リ
如
何
横
之
儀
申
聞
候
共
、
先
々
差
押

　
江
コ
ト
ラ
以
テ
諫
言
イ
タ
シ
取
計
方
モ
可
有
之
塵
、
無
其
儀
、

　
狸
二
葉
登
庸
之
重
職
テ
斬
殺
之
企
イ
タ
シ
、
終
二
品
九
月
四
日

　
夜
大
村
兵
部
大
輔
族
宿
へ
同
志
七
人
倶
二
相
越
、
襲
入
之
節
後

　
二
罷
在
事
落
去
ラ
察
シ
、
抜
刀
ハ
不
致
ト
駄
面
申
已
二
同
志
之

　
者
5
而
兵
部
大
輔
ヘ
ハ
死
二
選
候
程
ノ
爲
疵
負
、
、
加
之
右
旋
宿

　
へ
來
常
並
岡
家
々
來
等
差
殺
　
届
出
一
段
、
｝
小
欄
『
朝
憲
致
方
ニ
テ
其

　
罪
不
輕
候
、
且
叉
難
点
ノ
御
調
卜
見
込
右
之
町
回
宋
候
儀
二
三

　
ハ
・
、
涼
一
二
其
筋
へ
一
病
餅
可
三
舞
養
母
↓
其
男
物
逃
去
終
「
二
被
繍
押
縛

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
貌
治
初
年
の
國
彊
擁
護
蓮
動
（
下
）

　
追
々
吟
味
之
上
二
塵
事
實
及
白
歌
富
麗
、
重
々
不
届
二
付
（
粟

習
に
て
）
書
申
薯
轟
轟
熱
大

ご
あ
る
。
兎
も
過
労
國
の
至
誠
に
蜜
た
こ
ご
丈
は
公
に
認

め
ら
れ
た
ご
云
っ
て
宜
し
い
。

　
先
き
に
横
井
小
楠
遭
難
の
事
あ
り
、
今
遠
大
村
永
敏
の

こ
ε
あ
っ
た
の
で
、
朝
廷
は
頗
る
憂
慮
せ
ら
れ
て
、
下
手

人
探
索
の
達
、
櫛
の
歯
を
引
く
が
如
く
に
諸
方
に
傳
へ
ら

れ
た
。
下
手
人
召
捕
の
｝
例
こ
し
て
越
前
府
中
で
の
｝
昧

捕
縛
の
釈
況
々
記
述
す
る
ご
、
　
一
味
北
回
路
に
逃
去
の
・
有

様
は
前
記
口
供
書
に
も
あ
る
が
、
明
石
少
属
よ
り
九
月
五

日
置
の
報
告
が
京
都
府
に
達
し
だ
。
豊
野
は

　
鮨
川
宿
止
宿
之
村
々
探
索
轟
轟
整
脈
、
疑
敷
義
一
切
無
御
座
候

　
然
ル
ニ
帯
刀
入
四
五
入
垂
駕
一
一
乗
リ
、
早
足
工
而
参
リ
候
者
出

　
逢
候
者
有
之
、
右
畳
屋
段
々
相
調
節
庭
、
ヨ
ノ
キ
宿
油
屋
善
四

　
郎
與
申
宿
屋
二
而
、
誤
算
通
申
立
罷
在
申
候

　
　
一
昨
夜
曉
七
ツ
時
前
帯
刀
人
四
人
内

　
　
　
ヅ
ン
切
髪
　
　
堂
人
二
十
七
八
歳
計

　
　
　
　
　
　
　
、
第
二
號
　
　
　
三
九
　
　
（
ニ
ニ
七
）



　
　
　
第
十
二
谷
　
　
羅
　
纂
　
　
朋
三
綱
年
の
鰹
騰
擁
護
蓮
動
（
下
）

　
　
　
一
兀
　
　
　
…
服
　
　
　
一
一
入
一
二
十
｝
血
目
押
出
写
真

　
　
　
㌦
櫓
一
　
　
影
翼
　
　
　
一
人
三
十
五
六
巾
植
皮

　
右
四
人
、
足
モ
洗
ハ
ズ
フ
ト
ン
モ
シ
カ
ズ
、
其
儘
被
護
候
而
、

　
垂
駕
四
挺
仕
立
呉
候
襟
被
申
候
得
共
、
相
断
リ
監
理
、
金
子
何

　
程
ニ
チ
モ
差
出
ス
旨
二
而
段
々
被
頼
候
間
，
近
邊
之
者
頼
遽
シ

　
候
塵
、
駕
一
挺
代
金
一
雨
ッ
・
差
出
、
大
溝
迄
履
切
ニ
テ
早
々

　
臨
立
被
致
候
歯
二
御
座
候

　
　
一
、
三
国
大
橋
ヨ
リ
ョ
ノ
キ
宿
迄
七
里
絵
リ
ノ
塵
剋
三
二
年
頃

　
引
當
リ
候
襟
存
候
慮
、
駕
賃
鏡
多
分
差
禺
シ
雇
切
ニ
テ
相
越
、

　
凝
屋
之
者
立
場
イ
タ
サ
セ
、
川
叉
休
候
簸
聖
駕
ニ
テ
座
敷
二
三

　
サ
セ
杯
致
候
由
、
委
細
之
言
下
御
用
掛
リ
藤
井
菊
次
郎
殿
難
波

　
幸
七
聖
蹟
二
人
江
御
聞
取
三
下
二
而
，
山
田
襟
ニ
モ
宜
敷
御
申

　
上
被
下
下
御
子
申
上
候

　
　
九
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
　
　
　
石

鼓
右
雨
曇
路
霜
撲
籍
見
へ
濃
㌶
難
籔
燃
矯

　
　
一
巻

ビ
あ
る
、
此
牒
状
に
接
し
至
急
に
北
広
路
に
追
込
ん
で
捕

籍
し
た
も
の
で
あ
る
。
樹
四
方
に
散
っ
た
幅
昧
の
者
も
塗

　
　
。
　
　
　
　
　
第
二
審
　
　
　
五
〇
　
　
（
ご
二
入
）

に
捕
縛
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
以
上
は
大
村
羊
次
郎
三
宿
襲
撃
者
の
こ
ご
で
あ
る
が
、

大
村
が
、
か
く
異
端
者
の
如
く
．
に
思
は
れ
た
原
因
は
彼
が

理
想
ご
せ
る
我
國
兵
制
統
一
の
下
に
立
案
し
た
種
々
な
施

設
が
即
時
の
人
に
喜
ば
れ
な
か
っ
た
こ
ご
に
原
因
し
て
居

る
〇　

　
　
　
五
公
議
所
の
議
案
ご
島
津

　
　
　
　
　
　
久
光
公
の
建
議

　
明
治
初
年
の
國
鰹
擁
護
蓮
動
に
就
き
て
考
へ
ら
る
、
こ

ご
は
、
切
支
丹
宗
門
の
流
布
に
隠
し
て
、
所
謂
皇
國
の
衰

頽
す
る
を
憂
ふ
る
…
涙
の
入
々
の
言
論
で
あ
る
Q
今
一
々

建
白
類
を
列
記
す
る
の
籐
裕
を
有
し
な
、
い
が
、
公
議
所
の

議
案
に
も
第
九
號
天
主
数
を
職
の
議
（
聖
母
藩
議
員
川
西

六
三
提
出
）
が
あ
っ
て
、
各
藩
の
議
員
が
評
論
致
し
て
居

る
。
舩
嚇

　
朝
廷
大
二
學
ラ
興
シ
、
経
義
ラ
講
明
シ
、
入
魂
ラ
明
ニ
シ
他
敏

　
ヲ
假
ラ
ヅ
ル
ノ
義
ラ
天
下
二
詳
明
シ
、
漉
罰
敏
血
戦
ク
入
心
テ



　
徹
底
ス
ル
ラ
繁
み
．
且
我
臨
禁
ノ
臥
ラ
外
國
人
作
談
判
ラ
遽
ク

　
践
絡
ノ
法
ラ
設
ク
ベ
シ
（
河
ロ
市
之
進
評
論
）

　
先
ヅ
其
渠
魁
ヲ
集
メ
テ
之
ラ
珍
数
灸
シ
、
然
う
バ
余
・
迷
者

　
或
ハ
悔
悟
粂
シ
、
如
シ
鞍
置
メ
ズ
・
バ
手
鑑
夷
シ
テ
調
根

　
ラ
洗
源
ス
ベ
シ
（
北
村
維
藏
評
論
）

ご
、
此
等
は
そ
の
一
斑
で
あ
る
。
さ
れ
ば
秋
田
の
初
岡
敬

治
の
如
き
は
招
魂
説
の
祭
典
に
、
武
者
十
宇
架
上
の
耶
蘇

を
踏
め
る
織
を
奉
っ
て
、
國
際
憐
誼
の
爲
徹
回
を
命
せ
ら

れ
て
居
る
。
青
磁
其
他
愛
宕
遍
旭
等
の
獄
の
如
き
も
、

一
面
丈
よ
り
槻
察
す
れ
ば
、
國
罷
擁
護
蓮
動
こ
も
見
る
こ

ビ
が
出
張
る
。

　
爾
、
か
の
有
名
な
る
明
治
五
六
年
に
亙
る
島
津
久
光
公

の
建
議
、
予
は
此
を
以
て
其
時
代
の
一
士
を
遺
憾
な
く
表

は
す
も
の
こ
見
て
居
る
、
明
治
五
年
六
月
二
十
入
日
久
光

狩
衣
を
着
し
、
鹿
兇
島
の
明
治
天
皇
行
在
所
に
戯
し
、
徳

工
専
宮
内
卿
に
謁
し
て
天
機
を
参
し
、
意
見
書
を
奉
呈
せ

ら
れ
た
。
此
の
箇
條
書
の
中
に
は
至
奪
御
學
門
の
三
一
立

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
維
　
纂
　
　
鞠
治
初
年
の
國
彊
擁
謹
蓮
動
（
下
》

風
緊
張
紀
綱
事
レ
定
服
制
嚴
容
貌
事
、
正
學
術
事
、
愼
揮

入
材
事
、
謹
外
書
交
際
審
可
辮
彼
我
之
勝
事
、
振
興
兵
氣

正
軍
律
事
、
朋
貴
賎
之
遺
事
、
遠
利
欲
重
態
義
退
詐
術
貴

誠
實
事
、
澱
禁
淫
徹
朋
男
女
下
刷
事
、
開
言
路
之
事
、
愼

謝
獄
正
賞
罰
事
、
蟻
塚
敷
事
、
詳
量
揖
納
事
の
数
條
が
あ

っ
て
、
何
れ
も
國
髄
擁
護
の
精
紳
に
充
ち
一
て
居
る
。

そ
の
副
申
書
に
も
「
危
急
切
迫
之
畳
態
傍
観
坐
睨
に
不
忍

因
循
固
随
之
愚
見
不
識
即
下
御
盛
用
御
事
ト
ハ
奉
恐
察
候

得
北
ハ
（
中
略
）
、
方
今
之
蒲
帆
峡
謄
学
＝
グ
ハ
御
盛
曲
言
貸
ヲ
泊
旧
テ

御
衰
溺
．
萬
古
不
易
之
皇
統
モ
共
和
政
治
之
悪
弊
二
被
爲

陥
へ
絡
ニ
ハ
洋
夷
之
屡
國
ト
可
被
爲
載
形
勢
、
鏡
二
掛
テ

丼
ス
ル
如
ク
歎
息
流
涕
之
外
無
御
座
候
」
ご
あ
る
。
翌
六

年
六
月
二
十
一
百
命
を
奉
じ
て
久
光
は
前
年
建
言
書
の
條

項
を
註
旧
し
て
奏
せ
ら
れ
沈
が
、
今
一
旬
に
「
彼
洋
學
ノ

p
如
キ
回
田
種
一
ノ
技
藝
ニ
シ
テ
至
鴬
ノ
急
ニ
シ
一
躍
フ
所
ニ
ア

ラ
ズ
」
ご
．
叉
η
立
國
本
裁
紀
綱
事
」
の
一
條
は
、
久
光
も

「、

齦
ﾑ
ノ
綱
領
」
ビ
云
は
れ
て
居
る
が
、
其
の
條
に
は
「
此

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
叫
　
　
（
二
ご
九
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
維
　
纂
　
　
歴
史
の
研
究
（
下
）

一
條
ハ
…
篇
ノ
綱
領
ニ
シ
プ
ハ
以
下
ノ
薮
條
ハ
其
属
ノ
如

シ
、
國
本
ヲ
立
翅
ト
ハ
皇
國
ノ
本
膿
・
動
鑑
セ
シ
メ
ザ
ル

ヲ
云
、
本
証
ト
ハ
則
皇
統
一
系
萬
古
叢
・
命
ナ
ク
、
綱
常
明

カ
ニ
禮
儀
ヲ
患
剛
ヒ
、
廉
羅
ヲ
雷
㎝
ン
シ
、
民
心
ヲ
維
…
持
ス
ル

壷
皿
シ
テ
且
大
ナ
ル
者
ナ
リ
、
紀
綱
ヲ
張
ル
ト
の
綱
ハ
綱

ノ
大
総
、
紀
ハ
羅
中
締
縷
ノ
目
ニ
シ
プ
、
専
大
ナ
ル
者
ヲ

張
り
最
小
ナ
ル
者
ヲ
治
ル
ヲ
云
也
、
今
や
洋
説
横
行
將
二

國
本
ヲ
傾
敗
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
、
是
ヲ
以
更
二
紀
綱
ヲ

張
り

皇
國
ノ

基
礎
ヲ釜
確甕
定

説
　　垂
直

左2
i’　5’

公蔦

繊
光

　
以
上
二
一
こ
の
問
題
を
中
心
こ
し
て
國
禮
擁
護
蓮
動
の
一

片
鱗
を
記
述
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
初
年
の
世
相
に
光
明

面
ご
暗
黒
面
の
存
す
る
こ
ご
は
三
浦
周
行
先
生
の
常
に
説

か
る
、
所
で
あ
る
が
、
此
の
一
篇
の
筋
の
如
き
も
亦
其
一

例
に
豊
田
る
ご
思
ふ
Q
誠
叩
に
軸
欝
く
べ
き
露
世
態
玉
楼
燭
の
時
代
で

あ
っ
た
。

歴

史

の

研

究
　
㈲

　
　
　
　
三
　
癒
用
史
學
は
純
正
科
學

　
修
史
家
は
過
去
の
事
實
を
只
有
り
の
ま
、
に
傳
へ
て
居

る
も
の
で
は
な
い
、
そ
の
記
述
す
る
ご
こ
ろ
の
事
實
に
つ

い
て
、
偶
然
に
起
つ
た
ε
か
、
紳
の
思
召
に
よ
っ
た
ご
か

交
學
博
士
　
新
　
見

吉
　
治

何
々
こ
い
ふ
原
因
が
あ
っ
た
ご
か
、
何
ご
か
角
こ
か
理
屈

を
つ
け
て
直
撃
ピ
事
實
こ
の
賜
の
連
絡
の
説
明
を
試
み
て

居
る
。
修
史
家
に
何
等
か
の
歴
・
肥
槻
i
歴
史
哲
學
一
「

を
持
っ
て
居
な
い
・
b
の
は
な
い
。
雄
藩
蓄
學
ご
い
ふ
儲
拡


